
 
ソフトバンクグループの特許出願

件数推移と2025年大量出願の実態

調査 

エグゼクティブサマリー 

ソフトバンクグループ（SBG）は、2023年9月・2024年7〜8月・2025年12月の三つの時期に集

中的な大量特許出願を行ってきたと考えられている。第1波・第2波については既に公開公報

として確認され、2025年の出願公開件数ランキングで断トツの第1位（約1万400件）を記録

した。第3波とされる2025年12月の出願については、同月の日本全体の特許出願件数が前年

同月比約2.7倍の82,188件に達しており、その多くがSBGによるものである可能性が強く推測

されている。さらに2026年1〜3月現在のSBGの出願公開件数は既に11,964件に達しており、

第3波の公開が進行中であることが示唆される。 

 

第1部：アップロードデータの確認とCSV分析 

出願月別件数（CSVデータ概要） 

アップロードされたCSVデータは、1991年から2025年7月までのソフトバンクグループの月別

特許出願件数を示している。このデータから以下の三つの明確な出願ピークが確認される。 

• 第1波：2023年9月 — 8,959件（突出した単月最大値） 

• 第2波：2024年7〜8月 — 2,512件（7月）+ 9,421件（8月）、同年9月も1,143件 

• 第3波候補：2025年（現時点では1〜7月計8件のみ公開確認） — 本データは出願後18

ヶ月の公開ラグがあるため、2025年12月出願分は2027年中頃以降に公開される 

公開制度とデータ解釈の注意点 

日本の出願公開制度では、出願から原則18ヶ月後に公開される。このため、2025年12月に大
量出願があった場合、公報として公開されるのは2027年中頃以降となる。CSVデータに2025



年分の件数が少ないのはこのためであり、現時点ではデータ上から2025年の出願規模を直接

確認できない。 

 

第2部：第1波・第2波の確認された事実 

第1波：2023年9月の大量出願 

孫正義会長は2023年10月開催の「SoftBank World 2023」において、「生成AI関連の特許を

ここ数ヶ月で1万件以上出願した」と公式に発表した。社内で実施した「生成AI活用コンテ

スト」で10万件のアイデアが集まり、そのうち1万件を選抜して出願した、というのが背景

である。[1][2][3] 

これにより2023年9月出願分が8,959件、同月優先日の出願が1,030件で、合計9,989件と「1

万件レベル」の出願が確認されている。発明者数は6,850名に上り、孫正義会長自身も発明

者第2位にランクインした。2025年4月には、この第1波が一挙に公開され、4月2日・3日の2

日間だけで3,569件超が公開された。[4][5][6] 

第2波：2024年7〜8月の大量出願 

2024年11月開催の産業構造審議会 知的財産分科会 第9回財政点検小委員会において、特許

庁は「2024年7〜8月に特定の企業による大量出願があった」と報告した。「AI関連のかなり

大きな企業」という表現が用いられ、会社名は伏せられたが、2026年1月以降にSBGの出願公

開件数が急増したことで、同社が当該「特定企業」であることが明らかとなった。[7][4] 

2026年1〜2月27日時点でSBGの公開件数は7,486件（出願日は2024年8月16日以前）に達して

おり、第2波もほぼ「1万件レベル」に達する規模であることが確認されている。CSVデータ

でも2024年8月単月で9,421件、7月に2,512件、9月に1,143件という記録が確認できる。[7] 

IP Forceによる公開統計（最新値） 

IP Force（特許ポータルサイト）の2026年3月19日更新データによれば： 

年 出願公開件数ランキング 出願公開件数 特許取得件数 

2024年 47位 552件 4件 

2025年 第1位 10,400件 55件 

2026年（3月19日現在） 第1位 11,964件 51件 

 

2025年の出願公開件数10,400件は、前年の552件から約19倍に急増し、断トツで全企業・全

出願人中第1位となった。2位のトヨタ自動車（5,456件）、3位のキヤノン（5,417件）を大

幅に引き離す圧倒的な数字であった。[8][9] 



また特許取得件数は2025年で55件（前年4件）と、出願規模の割には極めて少なく、大量出

願の大半はまだ審査中であることを示している。[8] 

 

第3部：2025年の大量出願「第3波」をめぐる

状況 

2025年12月の全国出願件数急増 

特許庁が2026年2月26日に公表した「特許出願等統計速報（令和7年12月分）」の暫定速報値

によれば、2025年12月単月の特許出願数は82,188件（特許のみ）に達した。これは前年同月

比168.9%増（約2.7倍）という前例のない急増であり、過去10年間に同水準の出願は確認さ

れていない。例年12月は約30,000件前後で推移しており（2024年12月は約30,563件）、2025

年12月はその約2.7倍に相当する。[10][11] 

同年7〜11月の月平均約25,000件と比較しても12月の突出が際立っており、この急増の要因

として「生成AIを使用した大量出願」の可能性が業界内で強く指摘されている。[12] 

第3波＝SBGとする推測の根拠 

2026年1〜3月現在、SBGの2026年年初からの出願公開件数は11,964件に達している。2026年

に公開される出願の出願日は主に2025年中（概ね2025年4〜12月頃）が中心となる。第1波

（2023年9月出願→2025年初公開）と第2波（2024年7〜8月出願→2026年初公開）のパターン

を踏まえると：[13][14] 

• 第3波シナリオ：2025年12月に大量出願 → 2027年中頃以降に大量公開 

2026年2月現在の段階では、2025年12月出願分はまだ公開対象外である。しかし、2025年12

月の全国件数82,188件という異常値の主因として、SBGによる第3波出願が有力視されてい

る。[15][7] 

具体的な状況証拠として： 

• 2025年12月中のSBGに関連するある情報源によれば、「1ヶ月で7,780件の特許を出

願」という記録が指摘されている[15] 

• 2026年1〜3月のSBGの出願公開件数はすでに11,964件に達し、前年（2025年）の1〜1

0月の10,400件を既に超過している[9][13] 

• これは2025年12月出願ではなく2024年8月出願分の公開（第2波）が継続しているこ

とを意味するが、今後さらに増加する可能性が高い 

特許庁・産業界の反応 

日経クロステックは2026年2月27日に「特許出願数が異例の水準に、25年12月は前年同月比1

70%増 ちらつくAIの影」と報じた。知財専門家からは「生成AIを用いて大量の出願を作成



したのではないか」との見方が広まっており、「絨毯爆撃」的な大量出願戦略の第3波と捉

える見解が多い。[16][11][12] 

 

第4部：SBGの大量出願戦略の特徴と背景 

AI生成明細書の活用 

出願された特許の発明の名称が一様に「システム」と簡素に記載されている点が特徴的で、

これはAIによる明細書の自動生成を強く示唆している。2025年4月に公開された出願の多く

も「システム」「情報処理装置」「データ処理装置」といったシンプルなタイトルが並んで

いた。[17][18][19][6] 

SBGでは全社員にAI活用を義務付けており、2025年夏時点で約2万人の社員が合計90万個のAI

エージェントを開発したと伝えられている。特許出願においても同様のAI活用体制が整って

いると考えられる。[19] 

技術領域の分布 

出願された特許の技術分類（FI分類コード）分析によれば、主に以下の領域に集中してい

る：[20] 

• G06Q（サービス業向けソフトウェア・クラウドサービス）— 最大ボリューム 

• G16H（医療・ヘルスケアAIアプリケーション） 

• G06N（機械学習・AIモデル・アルゴリズム） 

• G06F（自然言語処理・データベース） 

• 自動運転、分散処理、生成AI基盤技術も多数含まれる[2] 

2025年には「ロボット」関連の出願公開も複数確認されており（特開2025-152120、特開202

5-112625等）、ABBロボティクス事業買収（2025年10月合意）と連動した知財戦略の広がり

が見られる。[21][13] 

出願コストと経済的含意 

出願1件あたり約14,000円（出願料）として、1万件で約1.4億円の出願料が発生する。明細

書作成費用等を含めると、業界推計では1件約30万円程度とも言われ、1万件で総額約30億円

規模の投資となる。しかしAI生成明細書を活用した場合、作成コストを大幅に圧縮できる可

能性がある。[4][20] 

特許取得・審査の実態 

重要な課題として、大量出願に対する特許取得（登録）率の低さが挙げられる。IP Forceの

データによれば、2025年の出願公開件数10,400件に対して、特許取得は55件（取得率0.5%未



満）にとどまっている。ある分析では「1ヶ月で7,780件出願したが、2年半後に登録された

のは3件」という指摘もあり、大量出願が即座に強固な特許権の取得につながるわけではな

い。ただし審査請求は出願から3年以内に行えばよく、現時点での低い取得件数は審査がま

だ進んでいないためである可能性が高い。[15][8] 

 

第5部：大量出願の戦略的含意とリスク 

「知財の要塞」構築戦略 

孫正義会長は生成AIの時代における知的財産の先行確保を明確な戦略として位置づけてお

り、「権利範囲の種蒔き」を重視し、審査前段階で網羅的にアイデアを出す戦略が特徴とさ

れている。AIビジネスが急成長する中で、幅広い事業領域でSBGが「知財の要塞」を作る狙

いがあると見られている。[2] 

IP業界・特許制度への影響 

SBGの大量出願は、日本の特許出願統計を大きく歪める影響を与えている。産業構造審議会

の委員からも「特定企業の特許出願による一時的な変化」として認識されており、「特定企

業の大量出願を除くとおおむね前年同様」との分析が示された。また、特許庁の審査負荷増

大や、アンチパテント（特許濫用への反発）の観点からの批判も業界内で高まっている。[1

7][4] 

今後の注目点 

時期 注目すべき動向 

2026年4〜12月 2025年12月出願分（第3波）の一部が公開開始する可能性 

2027年上半期 2025年12月出願分（出願後18ヶ月）の大量公開が本格化する見込み 

2026〜2028年 2023〜2024年出願分の審査請求・特許査定結果が出始める 

継続的 各出願の審査結果・登録状況のモニタリングが重要 

 

 

結論 

ソフトバンクグループによる大量出願は、第1波（2023年9月）・第2波（2024年7〜8月） 

が既に公開公報で確認されており、2025年の出願公開ランキング第1位（10,400件）という

記録を生んだ。**第3波（2025年12月）**については、同月の全国特許出願件数が82,188件

と前年比約2.7倍に急増したことから強く疑われているが、出願公開制度の18ヶ月ラグによ

り、2027年中頃以降でなければ正式な確認はできない。現時点では、2026年1〜3月にかけて



SBGの出願公開件数がすでに11,964件に達しているという事実が、第2波の継続または第3波

の先行公開の始まりを示唆する。 

出願件数の規模は前例のない水準だが、特許取得率は依然として低く、実際の権利化がどの

程度進むかは今後の審査次第である。日本の知財制度・業界に対するインパクトは計り知れ

なく、特許庁の審査負荷や出願制度の在り方にまで影響を及ぼす可能性がある。 
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